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表８－１ 評価条件の選定理由について（全交流電源喪失時）運転中（１／２）
炉心またはＳＦＰにある燃料の重大な損傷を防止するためには、炉心またはＳＦＰの冷却を継続するために必要なＳＧ、ＳＦＰへの給水機能およびＳＧの水位
監視などに必要な監視計器等への給電機能が必要となる。給水および給電機能を継続するために必要な送水ポンプ車、移動発電機車等の運転には燃料
（軽油）が必要であり、給水機能については、さらに水源が必要となる。水源については、最終的な水源を海水としていることから、水源の水量としては制約は
なく、プラントの運転状態別に条件を設定する必要はない。燃料については、１，２号機のディーゼル発電機燃料油貯油槽（各ユニット４基の全８基。以下「燃
料油貯油槽」という。）およびタンクローリーに貯蔵されている軽油を使用するため、いづれ枯渇する。
このため、燃料枯渇時間の評価においては、１，２号機のいづれかまたは両方が停止中の場合、使用可能な燃料油貯油槽の数を１基減らしている※1こと、
各プラントの運転状態によって軽油の消費を伴う送水ポンプ車による給水開始時期が変化する※２ことから、最も早く枯渇する条件（青枠）を選定している※３。
なお、送水ポンプ車の燃料消費量は、全交流電源喪失時に必要となる給水流量より大きい定格給水流量時の燃料消費量で評価しているため、運転状態によ
る差異はない。移動発電機車の燃料消費量は、燃料消費量が多くなる運転中の条件で停止中の燃料消費量も評価しているため、運転状態による差異はな
い。

１号機（運転中） １号機（停止中）

２号機（運転中） ２号機（停止中）

【炉心】

＜冷却手段＞タービン動補助給水ポンプにより補助給水タンク水および２次系純
水タンク水をＳＧへ給水。上記両タンクが枯渇する約１１３時間後以降は、送水ポ
ンプ車によりろ過水タンク水、原水槽水および海水を補助給水タンクへ補給し、
タービン動補助給水ポンプによりＳＧへの給水を継続。
＜必要給水流量＞約１９ｍ３／ｈ（初期）→約９ｍ３／ｈ（約１１３時間後）
＜除熱手段＞ＳＧにて発生した蒸気を主蒸気逃がし弁から大気へ放出

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約１１３時間後（送水ポンプ車運転開始
時点）

【ＳＦＰ】

＜冷却手段＞ＳＦＰ水位が通常水位から１ｍ低下する約８４時間後から、燃料取
替用水タンク水、１次系純水タンク水、ろ過水タンク水、防火水槽水、原水槽水お
よび海水をＳＦＰへ補給。補給の手段は送水ポンプ車、消防車の運転などによる。
＜必要給水流量＞約３ｍ３／ｈ
＜除熱手段＞蒸発分を補給

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約８４時間後（ＳＦＰ水位が通常水位から
１ｍ低下する時点から送水ポンプ車の運転開始としている）

【炉心】

＜冷却手段＞タービン動補助給水ポンプにより補助給水タンク水および２次系純
水タンク水をＳＧへ給水。上記両タンクが枯渇する約１１３時間後以降は、送水ポ
ンプ車によりろ過水タンク水、原水槽水および海水を補助給水タンクへ補給し、
タービン動補助給水ポンプによりＳＧへの給水を継続。
＜必要給水流量＞約１９ ３／ｈ（初期）→約９ ３／ｈ（約１１３時間後）

３号機（運転中） ３号機（停止中）

＜必要給水流量＞約１９ｍ３／ｈ（初期）→約９ｍ３／ｈ（約１１３時間後）
＜除熱手段＞ＳＧにて発生した蒸気を主蒸気逃がし弁から大気へ放出

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約１１３時間後（送水ポンプ車運転開始
時点）

【ＳＦＰ】

＜冷却手段＞ＳＦＰ水位が通常水位から１ｍ低下する約８４時間後から、燃料取
替用水タンク水、１次系純水タンク水、ろ過水タンク水、防火水槽水、原水槽水お
よび海水をＳＦＰへ補給。補給の手段は送水ポンプ車、消防車の運転などによる。
＜必要給水流量＞約３ｍ３／ｈ
＜除熱手段＞蒸発分を補給

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約８４時間後（ＳＦＰ水位が通常水位から
１ｍ低下する時点から送水ポンプ車の運転開始としている）

【ＳＦＰ】

＜冷却手段＞ＳＦＰ水位が通常水位から１ｍ低下する約２７時間後から、ろ過水
タンク水、防火水槽水、原水槽水、２次系純水タンク水および海水をＳＦＰへ補給。
補給の手段は送水ポンプ車、消防車の運転などによる。
＜必要給水流量＞約１０ｍ３／ｈ
＜除熱手段＞蒸発分を補給

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約２７時間後（送水ポンプ車運転開始時
点）

【炉心】

＜冷却手段＞タービン動補助給水ポンプにより補助給水ピット水および２次系純
水タンク水をＳＧへ給水。上記ピットおよびタンクが枯渇する約１１３時間後以降
は、送水ポンプ車によりろ過水タンク水、原水槽水および海水を補助給水ピット
へ補給し、タービン動補助給水ポンプによりＳＧへの給水を継続。
＜必要給水流量＞約３１ｍ３／ｈ（初期）→約１４ｍ３／ｈ（約１１３時間後）
＜除熱手段＞ＳＧにて発生した蒸気を主蒸気逃がし弁から大気へ放出

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約１１３時間後（送水ポンプ車運転開始
時点）

【ＳＦＰ】

＜冷却手段＞ＳＦＰ水位が通常水位から１ｍ低下する約４７時間後から、燃料取
替用水ピット水、ろ過水タンク水、防火水槽水、原水槽水および海水をＳＦＰへ補
給。補給の手段は送水ポンプ車、消防車の運転などによる。
＜必要給水流量＞約６ｍ３／ｈ
＜除熱手段＞蒸発分を補給

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約４７時間後（ＳＦＰ水位が通常水位から
１ｍ低下する時点から送水ポンプ車の運転開始としている）

【ＳＦＰ】

＜冷却手段＞ＳＦＰ水位が通常水位から１ｍ低下する約１７時間後から、ろ過水
タンク水、防火水槽水、原水槽水、２次系純水タンク水および海水をＳＦＰへ補給。
補給の手段は送水ポンプ車、消防車の運転などによる。
＜必要給水流量＞約１６ｍ３／ｈ
＜除熱手段＞蒸発分を補給

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約１７時間後（送水ポンプ車運転開始時
点）

※１：燃料油貯油槽（地下タンク）については、消防法上、燃料油を抜いての内部点検は必要ないが、今後の保全の参考とする目的で内部点検を計画してい
ることから、 １，２号機のいづれかまたは両方が停止中の場合は燃料油貯油槽１基が使用できないことを想定。
※２：各号機において、軽油の消費を伴う給水が開始される時期が相違する場合は、最も早く軽油の消費を伴う給水が開始される時点から、全ての号機で軽
油の消費を伴う給水が開始されるものとして評価。
※３：上記※１、※２より、使用可能な燃料貯蔵量の観点からは、２号機が停止中の場合に最も厳しい評価条件となり、燃料消費量の観点からは、３号機が停
止中の場合に最も厳しい評価条件となることから、 「１号機運転中・２号機停止中・３号機停止中」が最も早く燃料が枯渇する。
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表８－１ 評価条件の選定理由について（全交流電源喪失時）停止中（２／２）

【ＳＦＰ】

＜冷却手段＞ＳＦＰ水位が通常水位から１ｍ低下する約２７時間後から、ろ過水
タンク水、防火水槽水、原水槽水、２次系純水タンク水および海水をＳＦＰへ補給。
補給の手段は送水ポンプ車、消防車の運転などによる。
＜必要給水流量＞約１０ｍ３／ｈ
＜除熱手段＞蒸発分を補給

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約２７時間後（送水ポンプ車運転開始時
点）

【炉心】

＜冷却手段＞タービン動補助給水ポンプにより補助給水タンク水および２次系純
水タンク水をＳＧへ給水。上記両タンクが枯渇する約１１３時間後以降は、送水ポ
ンプ車によりろ過水タンク水、原水槽水および海水を補助給水タンクへ補給し、
タービン動補助給水ポンプによりＳＧへの給水を継続。
＜必要給水流量＞約１９ｍ３／ｈ（初期）→約９ｍ３／ｈ（約１１３時間後）
＜除熱手段＞ＳＧにて発生した蒸気を主蒸気逃がし弁から大気へ放出

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約１１３時間後（送水ポンプ車運転開始
時点）

【ＳＦＰ】

＜冷却手段＞ＳＦＰ水位が通常水位から１ｍ低下する約８４時間後から、燃料取

【ＳＦＰ】

＜冷却手段＞ＳＦＰ水位が通常水位から１ｍ低下する約２７時間後から、ろ過水

炉心またはＳＦＰにある燃料の重大な損傷を防止するためには、炉心またはＳＦＰの冷却を継続するために必要なＳＧ、ＳＦＰへの給水機能およびＳＧの水位
監視などに必要な監視計器等への給電機能が必要となる。給水および給電機能を継続するために必要な送水ポンプ車、移動発電機車等の運転には燃料
（軽油）が必要であり、給水機能については、さらに水源が必要となる。水源については、最終的な水源を海水としていることから、水源の水量としては制約は
なく、プラントの運転状態別に条件を設定する必要はない。燃料については、１，２号機のディーゼル発電機燃料油貯油槽（各ユニット４基の全８基。以下「燃
料油貯油槽」という。）およびタンクローリーに貯蔵されている軽油を使用するため、いづれ枯渇する。
このため、燃料枯渇時間の評価においては、１，２号機のいづれかまたは両方が停止中の場合、使用可能な燃料油貯油槽の数を１基減らしている※１こと、
各プラントの運転状態によって軽油の消費を伴う送水ポンプ車による給水開始時期が変化する※２ことから、最も早く枯渇する条件（青枠）を選定している※３。
なお、送水ポンプ車の燃料消費量は、全交流電源喪失時に必要となる給水流量より大きい定格給水流量時の燃料消費量で評価しているため、運転状態によ
る差異はない。移動発電機車の燃料消費量は、燃料消費量が多くなる運転中の条件で停止中の燃料消費量も評価しているため、運転状態による差異はな
い。

１号機（運転中） １号機（停止中）

２号機（運転中） ２号機（停止中）

燃
替用水タンク水、１次系純水タンク水、ろ過水タンク水、防火水槽水、原水槽水お
よび海水をＳＦＰへ補給。補給の手段は送水ポンプ車、消防車の運転などによる。
＜必要給水流量＞約３ｍ３／ｈ
＜除熱手段＞蒸発分を補給

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約８４時間後（ＳＦＰ水位が通常水位から
１ｍ低下する時点から送水ポンプ車の運転開始としている）

タンク水、防火水槽水、原水槽水、２次系純水タンク水および海水をＳＦＰへ補給。
補給の手段は送水ポンプ車、消防車の運転などによる。
＜必要給水流量＞約１０ｍ３／ｈ
＜除熱手段＞蒸発分を補給

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約２７時間後（送水ポンプ車運転開始時
点）

【炉心】

＜冷却手段＞タービン動補助給水ポンプにより補助給水ピット水および２次系純
水タンク水をＳＧへ給水。上記ピットおよびタンクが枯渇する約１１３時間後以降
は、送水ポンプ車によりろ過水タンク水、原水槽水および海水を補助給水ピット
へ補給し、タービン動補助給水ポンプによりＳＧへの給水を継続。
＜必要給水流量＞約３１ｍ３／ｈ（初期）→約１４ｍ３／ｈ（約１１３時間後）
＜除熱手段＞ＳＧにて発生した蒸気を主蒸気逃がし弁から大気へ放出

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約１１３時間後（送水ポンプ車運転開始
時点）

【ＳＦＰ】

＜冷却手段＞ＳＦＰ水位が通常水位から１ｍ低下する約４７時間後から、燃料取
替用水ピット水、ろ過水タンク水、防火水槽水、原水槽水および海水をＳＦＰへ補
給。補給の手段は送水ポンプ車、消防車の運転などによる。
＜必要給水流量＞約６ｍ３／ｈ
＜除熱手段＞蒸発分を補給

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約４７時間後（ＳＦＰ水位が通常水位から
１ｍ低下する時点から送水ポンプ車の運転開始としている）

【ＳＦＰ】

＜冷却手段＞ＳＦＰ水位が通常水位から１ｍ低下する約１７時間後から、ろ過水
タンク水、防火水槽水、原水槽水、２次系純水タンク水および海水をＳＦＰへ補給。
補給の手段は送水ポンプ車、消防車の運転などによる。
＜必要給水流量＞約１６ｍ３／ｈ
＜除熱手段＞蒸発分を補給

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約１７時間後（送水ポンプ車運転開始時
点）

３号機（運転中） ３号機（停止中）

※１：燃料油貯油槽（地下タンク）については、消防法上、燃料油を抜いての内部点検は必要ないが、今後の保全の参考とする目的で内部点検を計画してい
ることから、 １，２号機のいづれかまたは両方が停止中の場合は燃料油貯油槽１基が使用できないことを想定。
※２：各号機において、軽油の消費を伴う給水が開始される時期が相違する場合は、最も早く軽油の消費を伴う給水が開始される時点から、全ての号機で軽
油の消費を伴う給水が開始されるものとして評価。
※３：上記※１、※２より、使用可能な燃料貯蔵量の観点からは、１号機が停止中であるため、２号機の運転状態に拠らず評価条件は同じである。燃料消費量
の観点からは、３号機が停止中の場合に最も厳しい評価条件となることから、 「１号機停止中・２号機運転中・３号機停止中」、「１号機停止中・２号機停止中・
３号機停止中」が最も早く燃料が枯渇する。
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蒸
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蒸
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え
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、
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仮
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①
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③
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④
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⑤
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⑦
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⑧
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７
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３
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。
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あ
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あ
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表９－１ 評価条件の選定理由について（最終ヒートシンク喪失時）運転中（１
／２）
炉心またはＳＦＰにある燃料の重大な損傷を防止するためには、炉心またはＳＦＰの冷却を継続するために必要なＳＧ、ＳＦＰへの給水機能が必要となる。給
水機能を継続するために必要な送水ポンプ車等の運転には燃料（軽油）と水源が必要となる。水源については、最終的な水源を海水としていることから、水源
の水量としては制約はなく、プラントの運転状態別に条件を設定する必要はない。燃料については、１，２号機のディーゼル発電機燃料油貯油槽（各ユニット４
基の全８基。以下「燃料油貯油槽」という。）およびタンクローリーに貯蔵されている軽油を使用するため、いづれ枯渇する。
このため、燃料枯渇時間の評価においては、１，２号機のいづれかまたは両方が停止中の場合、使用可能な燃料油貯油槽の数を１基減らしている※１こと、
各プラントの運転状態によって軽油の消費を伴う送水ポンプ車による給水開始時期が変化する※２ことから、最も早く枯渇する条件（青枠）を選定している※３。
なお、送水ポンプ車の燃料消費量は、最終ヒートシンク喪失時に必要となる給水流量より大きい定格給水流量時の燃料消費量で評価しているため、運転状
態による差異はない。

１号機（運転中） １号機（停止中）

２号機（運転中） ２号機（停止中）

【炉心】

＜冷却手段＞タービン動補助給水ポンプまたは電動補助給水ポンプにより補助
給水タンク水および２次系純水タンク水をＳＧへ給水。上記両タンクが枯渇する
約１１３時間後以降は、送水ポンプ車によりろ過水タンク水、原水槽水および海
水を補助給水タンクへ補給し、タービン動補助給水ポンプまたは電動補助給水
ポンプによりＳＧへの給水を継続。
＜必要給水流量＞約１９ｍ３／ｈ（初期）→約９ｍ３／ｈ（約１１３時間後）

【炉心】

＜冷却手段＞タービン動補助給水ポンプまたは電動補助給水ポンプにより補助
給水タンク水および２次系純水タンク水をＳＧへ給水。上記両タンクが枯渇する
約１１３時間後以降は、送水ポンプ車によりろ過水タンク水、原水槽水および海
水を補助給水タンクへ補給し、タービン動補助給水ポンプまたは電動補助給水
ポンプによりＳＧへの給水を継続。
＜必要給水流量＞約１９ｍ３／ｈ（初期）→約９ｍ３／ｈ（約１１３時間後）
＜除熱手段＞ＳＧにて発生した蒸気を主蒸気逃がし弁から大気へ放出

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約１１３時間後（送水ポンプ車運転開始
時点）

【ＳＦＰ】
＜冷却手段＞SFP水位が通常水位から1m低下する約８４時間後から、燃料取替
用水ﾀﾝｸ水、１次系純水ﾀﾝｸ水、防火水槽水、原水槽水および海水をSFPへ補給。
補給の手段は燃料取替用水ﾎﾟﾝﾌﾟ、送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車、消防車の運転などによる。
＜必要給水流量＞約３ｍ３／ｈ
＜除熱手段＞蒸発分を補給
＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約５１５時間後（消防車運転開始時点）

３号機（運転中） ３号機（停止中）

＜必要給水流量＞約１９ｍ ／ｈ（初期）→約９ｍ ／ｈ（約１１３時間後）
＜除熱手段＞ＳＧにて発生した蒸気を主蒸気逃がし弁から大気へ放出

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約１１３時間後（送水ポンプ車運転開始
時点）

【ＳＦＰ】
＜冷却手段＞SFP水位が通常水位から1m低下する約８４時間後から、燃料取替
用水ﾀﾝｸ水、１次系純水ﾀﾝｸ水、防火水槽水、原水槽水および海水をSFPへ補給。
補給の手段は燃料取替用水ﾎﾟﾝﾌﾟ、送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車、消防車の運転などによる。
＜必要給水流量＞約３ｍ３／ｈ
＜除熱手段＞蒸発分を補給
＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約５１５時間後（消防車運転開始時点）

【ＳＦＰ】

＜冷却手段＞ＳＦＰ水位が通常水位から１ｍ低下する約２７時間後から、ろ過水
タンク水、防火水槽水、原水槽水、２次系純水タンク水および海水をＳＦＰへ補給。
補給の手段は送水ポンプ車、消防車の運転などによる。
＜必要給水流量＞約１０ｍ３／ｈ
＜除熱手段＞蒸発分を補給

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約２７時間後（送水ポンプ車運転開始時
点）

【炉心】

＜冷却手段＞タービン動補助給水ポンプまたは電動補助給水ポンプにより補助
給水ピット水および２次系純水タンク水をＳＧへ給水。上記ピットおよびタンクが枯
渇する約１１３時間後以降は、送水ポンプ車によりろ過水タンク水、原水槽水およ
び海水を補助給水ピットへ補給し、タービン動補助給水ポンプまたは電動補助給
水ポンプによりＳＧへの給水を継続
＜必要給水流量＞約３１ｍ３／ｈ（初期）→約１４ｍ３／ｈ（約１１３時間後）
＜除熱手段＞ＳＧにて発生した蒸気を主蒸気逃がし弁から大気へ放出

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約１１３時間後（送水ポンプ車運転開始
時点）

【ＳＦＰ】

＜冷却手段＞ＳＦＰ水位が通常水位から１ｍ低下する約４７時間後から、燃料取
替用水ピット水、ろ過水タンク水、防火水槽水、原水槽水および海水をＳＦＰへ補
給。補給の手段は燃料取替用水ポンプ、送水ポンプ車、消防車の運転などによ
る。
＜必要給水流量＞約６ｍ３／ｈ
＜除熱手段＞蒸発分を補給

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約３３０時間後（送水ポンプ車運転開始
時点）

【ＳＦＰ】

＜冷却手段＞ＳＦＰ水位が通常水位から１ｍ低下する約１７時間後から、ろ過水
タンク水、防火水槽水、原水槽水、２次系純水タンク水および海水をＳＦＰへ補給。
補給の手段は送水ポンプ車、消防車の運転などによる。
＜必要給水流量＞約１６ｍ３／ｈ
＜除熱手段＞蒸発分を補給

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約１７時間後（送水ポンプ車運転開始時
点）

※１：燃料油貯油槽（地下タンク）については、消防法上、燃料油を抜いての内部点検は必要ないが、今後の保全の参考とする目的で内部点検を計画してい
ることから、 １，２号機のいづれかまたは両方が停止中の場合は燃料油貯油槽１基が使用できないことを想定。
※２：各号機において、軽油の消費を伴う給水が開始される時期が相違する場合は、最も早く軽油の消費を伴う給水が開始される時点から、全ての号機で軽
油の消費を伴う給水が開始されるものとして評価。
※３：上記※１、※２より、使用可能な燃料貯蔵量の観点からは、２号機が停止中の場合に最も厳しい評価条件となり、燃料消費量の観点からは、３号機が停
止中の場合に最も厳しい評価条件となることから、 「１号機運転中・２号機停止中・３号機停止中」が最も早く燃料が枯渇する。
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表９－１ 評価条件の選定理由について（最終ヒートシンク喪失時）停止中（２
／２）
炉心またはＳＦＰにある燃料の重大な損傷を防止するためには、炉心またはＳＦＰの冷却を継続するために必要なＳＧ、ＳＦＰへの給水機能が必要となる。給
水機能を継続するために必要な送水ポンプ車等の運転には燃料（軽油）と水源が必要となる。水源については、最終的な水源を海水としていることから、水源
の水量としては制約はなく、プラントの運転状態別に条件を設定する必要はない。燃料については、１，２号機のディーゼル発電機燃料油貯油槽（各ユニット４
基の全８基。以下「燃料油貯油槽」という。）およびタンクローリーに貯蔵されている軽油を使用するため、いづれ枯渇する。
このため、燃料枯渇時間の評価においては、１，２号機のいづれかまたは両方が停止中の場合、使用可能な燃料油貯油槽の数を１基減らしている※１こと、
各プラントの運転状態によって軽油の消費を伴う送水ポンプ車による給水開始時期が変化する※２ことから、最も早く枯渇する条件（青枠）を選定している※３。
なお、送水ポンプ車の燃料消費量は、最終ヒートシンク喪失時に必要となる給水流量より大きい定格給水流量時の燃料消費量で評価しているため、運転状
態による差異はない。

１号機（運転中） １号機（停止中）

２号機（運転中） ２号機（停止中）

【炉心】

＜冷却手段＞タービン動補助給水ポンプまたは電動補助給水ポンプにより補助
給水タンク水および２次系純水タンク水をＳＧへ給水。上記両タンクが枯渇する
約１１３時間後以降は、送水ポンプ車によりろ過水タンク水、原水槽水および海
水を補助給水タンクへ補給し、タービン動補助給水ポンプまたは電動補助給水
ポンプによりＳＧへの給水を継続。
＜必要給水流量＞約１９ｍ３／ｈ（初期）→約９ｍ３／ｈ（約１１３時間後）
＜除熱手段＞ＳＧにて発生した蒸気を主蒸気逃がし弁から大気へ放出

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約１１３時間後（送水ポンプ車運転開始
時点）

【ＳＦＰ】

＜冷却手段＞ＳＦＰ水位が通常水位から１ｍ低下する約８４時間後から、燃料取
替用水タンク水、１次系純水タンク水、防火水槽水、原水槽水および海水をＳＦＰ
へ補給 補給の手段は燃料取替用水ポンプ 送水ポンプ車 消防車の運転など

【ＳＦＰ】

＜冷却手段＞ＳＦＰ水位が通常水位から１ｍ低下する約２７時間後から、ろ過水
タンク水、防火水槽水、原水槽水、２次系純水タンク水および海水をＳＦＰへ補給。
補給の手段は送水ポンプ車 消防車の運転などによる

【ＳＦＰ】

＜冷却手段＞ＳＦＰ水位が通常水位から１ｍ低下する約２７時間後から、ろ過水
タンク水、防火水槽水、原水槽水、２次系純水タンク水および海水をＳＦＰへ補給。
補給の手段は送水ポンプ車、消防車の運転などによる。
＜必要給水流量＞約１０ｍ３／ｈ
＜除熱手段＞蒸発分を補給

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約２７時間後（送水ポンプ車運転開始時
点）

【炉心】

＜冷却手段＞タービン動補助給水ポンプまたは電動補助給水ポンプにより補助
給水ピット水および２次系純水タンク水をＳＧへ給水。上記ピットおよびタンクが枯
渇する約１１３時間後以降は、送水ポンプ車によりろ過水タンク水、原水槽水およ
び海水を補助給水ピットへ補給し、タービン動補助給水ポンプまたは電動補助給
水ポンプによりＳＧへの給水を継続
＜必要給水流量＞約３１ｍ３／ｈ（初期）→約１４ｍ３／ｈ（約１１３時間後）
＜除熱手段＞ＳＧにて発生した蒸気を主蒸気逃がし弁から大気へ放出

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約１１３時間後（送水ポンプ車運転開始
時点）

【ＳＦＰ】

＜冷却手段＞ＳＦＰ水位が通常水位から１ｍ低下する約４７時間後から、燃料取
替用水ピット水、ろ過水タンク水、防火水槽水、原水槽水および海水をＳＦＰへ補
給。補給の手段は燃料取替用水ポンプ、送水ポンプ車、消防車の運転などによ
る。
＜必要給水流量＞約６ｍ３／ｈ
＜除熱手段＞蒸発分を補給

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約３３０時間後（送水ポンプ車運転開始
時点）

【ＳＦＰ】

＜冷却手段＞ＳＦＰ水位が通常水位から１ｍ低下する約１７時間後から、ろ過水
タンク水、防火水槽水、原水槽水、２次系純水タンク水および海水をＳＦＰへ補給。
補給の手段は送水ポンプ車、消防車の運転などによる。
＜必要給水流量＞約１６ｍ３／ｈ
＜除熱手段＞蒸発分を補給

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約１７時間後（送水ポンプ車運転開始時
点）

３号機（運転中） ３号機（停止中）

へ補給。補給の手段は燃料取替用水ポンプ、送水ポンプ車、消防車の運転など
による。
＜必要給水流量＞約３ｍ３／ｈ
＜除熱手段＞蒸発分を補給
＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約５１５時間後（消防車運転開始時点）

補給の手段は送水ポンプ車、消防車の運転などによる。
＜必要給水流量＞約１０ｍ３／ｈ
＜除熱手段＞蒸発分を補給

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約２７時間後（送水ポンプ車運転開始時
点）

※１：燃料油貯油槽（地下タンク）については、消防法上、燃料油を抜いての内部点検は必要ないが、今後の保全の参考とする目的で内部点検を計画してい
ることから、 １，２号機のいづれかまたは両方が停止中の場合は燃料油貯油槽１基が使用できないことを想定。
※２：各号機において、軽油の消費を伴う給水が開始される時期が相違する場合は、最も早く軽油の消費を伴う給水が開始される時点から、全ての号機で軽
油の消費を伴う給水が開始されるものとして評価。
※３：上記※１、※２より、使用可能な燃料貯蔵量の観点からは、１号機が停止中であるため、２号機の運転状態に拠らず評価条件は同じである。燃料消費
量の観点からは、３号機が停止中の場合に最も厳しい評価条件となることから、 「１号機停止中・２号機運転中・３号機停止中」、「１号機停止中・２号機停止
中・３号機停止中」が最も早く燃料が枯渇する。
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イ
）
工
事
計
画
で
対
象
と
し
た
設
備

ロ
）
実
施
済
み
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
設
備

ハ
）
緊
急
安
全
対
策
（
短
期
）

送
水
ポ
ン
プ
車
等
へ
の
燃
料
補
給
（
軽
油
）

約
５
５
６
日
目
以
降
は
、
発
電
所

に
貯
蔵
し
て
い
る
軽
油
が
枯
渇
し

た
場
合
、
送
水
ポ
ン
プ
車
等
が
運

転
で
き
な
い
。

燃
料
補
給
不
要
（
発
電
所
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
燃
料
で
対
応
）

燃
料
補
給
必
要

↑

燃
料

燃
料
不
要

給
水
に
使
用
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←
約
２
７
時
間
後

ろ
過
水
タ
ン
ク
※
１

ハ
）

←
約
１
３
．
８
日
間
（
約
３
３
３
時
間
）

防
火
水
槽
※
２

ハ
）

←
約
０
．
１
日
（
約
３
時
間
）

原
水
槽
※
３
お
よ
び
防
火
水
槽
※
４

ハ
）

約
１
２
．
０
日
間
(約
２
８
９
時
間
)→

２
次
系
純
水
タ
ン
ク
※
３

ハ
）

約
６
．
９
日
間
(約
１
６
６
時
間
)→

海
水
※
３

ハ
）

←
約
２
７
時
間
後

･･
･

3
5
･･
･
5
5
6

3
5

5
5
8

1
6

2
5
5
7

燃
料

燃
料
不
要

給
水
に
使
用

2
7

3
4

･･
･

6
2
8

機
能

水
源

分
類

最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
喪
失
発
生
か
ら
の
時
間
（
日
数
）

1
･･
･

･･
･
1
5

4

Ｓ
Ｆ
Ｐ
へ
の
給

水
機
能

Ｓ
Ｆ
Ｐ
水
位
１
ｍ
低
下

図表

燃
料
補
給

：
燃
料
不
要

ク
リ
フ
エ
ッ
ジ
発
生

：
燃
料
必
要

【
約
５
５
６
日
後
】

（
約
１
３
３
４
６
時
間
後
）

※
１
：
恒
設
消
火
ポ
ン
プ
ま
た
は
送
水
ポ
ン
プ
車
（
運
転
用
燃
料
：
軽
油
）
を
利
用

※
２
：
消
防
車
（
運
転
用
燃
料
：
軽
油
）
を
利
用
（
連
結
送
水
管
を
用
い
た
連
続
給
水
）

※
３
：
送
水
ポ
ン
プ
車
（
運
転
用
燃
料
：
軽
油
）
を
利
用

※
４
：
消
防
車
（
運
転
用
燃
料
：
軽
油
）
を
利
用
（
間
欠
給
水
）

ハ
）
緊
急
安
全
対
策
（
短
期
）

約
５
５
６
日
目
以
降
は
、
発
電
所

に
貯
蔵
し
て
い
る
軽
油
が
枯
渇
し

た
場
合
、
送
水
ポ
ン
プ
車
等
が
運

転
で
き
な
い
。

燃
料
補
給
不
要
（
発
電
所
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
燃
料
で
対
応
）

燃
料
補
給
必
要

↑

送
水
ポ
ン
プ
車
等
へ
の
燃
料
補
給
（
軽
油
）

給
水
に
使
用

図
９
－
４
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
喪
失
時
に
お
け
る
冷
却
継
続
時
間
（
停
止
中
）

－44



4

１
号

D
G
燃
料
油
貯
油
槽
（
地
下
）

（
軽
油
）

１
号
補
助
給
水
タ
ン
ク
（
屋
内

T.
P.

31
.3

m
）

２
号

D
G
燃
料
油
貯
油
槽
（
地
下
）

（軽
油
）

１
・
２
号
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
（屋
内

T.
P

.2
4.

8m
）

移
動
発
電
機
車

設
置
場
所
（
T.

P.
31

m
）

仮
設
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル

設
置
場
所
（
T.

P.
31

m
）

3
送
水
ポ
ン
プ
車

3

※
屋
外
給
水
タ
ン
ク
取

水
の
場
合

※
移
動
発
電
機
車

（
１
号
機
側
設
置
の
場
合
）

※
移
動
発
電
機
車

（
２
号
機
側
設
置
の
場
合
）

屋
外
給
水
タ
ン
ク
（
屋
外

T.
P

.3
1m

）

3

3
6

6２
号
補
助
給
水
タ
ン
ク
（
屋
内

T.
P

.3
1.

3m
）

6

4

8
10

10

10

2
2

1
1

1 2

8

中
継
盤

設
置
場
所

（
T.

P.
32

.8
m
、

33
.1

m
）

8

分
岐
盤

設
置
場
所
（
T

P
13

9m
）

9

7

9

6

※
写
真
は
１
号
機
側

※
写
真
は
１
・２
号
機
側

5 5

：
給
水
ル
ー
ト

：
屋
内
又
は
地
下
タ
ン
ク

：
屋
外
タ
ン
ク

：
使
用
場
所

：
保
管
場
所

：
設
置
場
所

：
給
電
ル
ー
ト

：
T.

P.
31

m
以
上

：
T.

P.
31

m
未
満

図表

図
１
０
－
１
全
交
流
電
源
喪
失
時
（
地
震
・
津
波
の
重
畳
）
に
お
い
て
使
用

す
る
設
備
・
機
器
の
配
置

3

3
保
管
場
所
（
T.

P.
39

m
）

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
（2

0k
l：
軽
油
）

保
管
場
所
（
T.

P.
31

m
）

※
海
水
取
水
の
場
合

3

6
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
（4

kl
：軽
油
）

保
管
場
所
（
T.

P.
31

m
、

39
m
）

6
ホ
ー
ス
延
長
・
回
収
車

保
管
場
所
（
T.

P.
39

m
）

4
4

屋
外
給
水
タ
ン
ク

設
置
場
所
（
T.

P.
31

m
）

設
置
場
所
（
T.

P.
13

.9
m
）

7

メ
タ
ク
ラ

設
置
場
所
（
T.

P.
9.

8m
）

10 ※
写
真
は
１
号
機

5
5
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表
１
０
－
１

安
全
機
能
の
分
類

具
体

的
な
運

転
操
作

・
作
業
内

容
ア

ク
セ

ス
の

可
否

必
要
時
間

許
容
時
間

電
源
確
保

不
要

直
流
電

源
負
荷

切
離
し
他

移
動

発
電
機

車
か
ら

の
給
電
準

備
建

屋
内

移
動

で
作
業

環
境
も
問
題
な

し
約
１
６
分

約
５
時
間

移
動

発
電
機

車
の
電

源
ケ
ー
ブ

ル
接

続 移
動

発
電
機

車
起
動

機
材

の
移
動

は
な
く

、
作
業
員
の
移

動
、

作
業
も

時
間
内

に
可
能

約
３
９
分

約
５
時
間

移
動

発
電
機

車
へ
の

燃
料
補
給

ア
ク

セ
ス
ル

ー
ト
確

保
の
時
間
を
考

慮
し

て
も
時

間
内
に

可
能

約
１
０
．
１
時
間

給
電
開
始
後

約
３
３
時
間

補
助

給
水
流

量
調
整

建
屋

内
移
動

で
作
業

環
境
も
問
題
な

し

約
３
０
分

※
１

主
蒸

気
逃
が

し
弁
開

度
調
整

約
３
０
分

※
１

全
交
流
電
源
喪
失
時
（
地
震
お
よ
び
津
波
の
重
畳
）
に
お
け
る
緊

急
安
全
対
策
の
成
立
性
に
つ
い
て

図表

蒸
気

発
生
器
へ
の
給
水
確
保

主
蒸

気
逃
が

し
弁
開

度
調
整

約
３
０
分

※
１

送
水

ポ
ン
プ

車
、
仮

設
ホ
ー
ス

に
よ

る
屋

外
給
水

タ
ン
ク

水
給
水

資
機

材
運
搬

ル
ー
ト

確
保
の
時
間
を

考
慮

し
て
も

時
間
内

に
作
業
が
可
能

約
５
．
３
時
間

約
１
０
時
間

送
水

ポ
ン
プ

車
、
仮

設
ホ
ー
ス

に
よ

る
海

水
給
水

約
１
０
．
２
時
間

約
１
５
時
間

送
水

ポ
ン
プ

車
へ
の

給
油

約
５
．
３
時
間

送
水
開
始
後

約
１
０
時
間

炉
心

冷
却
継
続
の
た
め
の
措
置

Ｒ
Ｃ

Ｐ
封
水

・
冷
却

水
隔
離
弁

閉
止

建
屋

内
移
動

で
作
業

環
境
も
問
題
な

し

約
１
．
０
時
間

※
２

蓄
圧

タ
ン
ク

出
口
弁

閉
止

約
５
．
０
時
間

※
１

使
用

済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
給
水
確

保
送

水
ポ

ン
プ

車
、
仮

設
ホ
ー
ス

に
よ

る
海

水
給
水

資
機

材
運
搬

ル
ー
ト

確
保
の
時
間
を

考
慮

し
て
も

時
間
内

に
作
業
が
可
能

約
１
０
．
２
時
間

約
２
７
時
間

※
１
：
解
析
で
は
、
補
助
給
水
流
量
調
整
は
約
1
.
8
時
間
後
、
主
蒸
気
逃
が
し
弁
開
度
調
整
は
約

3
0
分
後
、
蓄
圧
タ
ン
ク
出
口
弁
閉
止
は
約
4
3
時
間
後
に
操
作
開
始

※
２
：
電
源
確
保
お
よ
び
蒸
気
発
生
器
へ
の
給
水
確
保
作
業
終
了
後
、
速
や
か
に
実
施

－46



図表 図
１
０
－
２

全
交
流
電
源
喪
失
時
（
地
震
・
津
波
の
重
畳
）
に
お
け
る
対
応
時
間
（
電
源
確
保
）
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図
１
０
－
３

全
交
流
電
源
喪
失
時
（
地
震
・
津
波
の
重
畳
）
に
お
け
る
対
応
時
間
（
給
水
確
保
）
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表１０－２ 緊急安全対策に対する訓練結果（１／２）
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表１０－２ 緊急安全対策に対する訓練結果（２／２）
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表１０－３ 評価条件の選定理由について（地震・津波の重畳時）運転中（１／
２）
炉心またはＳＦＰにある燃料の重大な損傷を防止するためには、炉心またはＳＦＰの冷却を継続するために必要なＳＧ、ＳＦＰへの給水機能およびＳＧの水位
監視などに必要な監視計器等への給電機能が必要となる。給水および給電機能を継続するために必要な送水ポンプ車、移動発電機車等の運転には燃料
（軽油）が必要であり、給水機能については、さらに水源が必要となる。水源については、最終的な水源を海水としていることから、水源の水量としては制約は
なく、プラントの運転状態別に条件を設定する必要はない。燃料については、１，２号機のディーゼル発電機燃料油貯油槽（各ユニット４基の全８基。以下「燃
料油貯油槽」という。）およびタンクローリーに貯蔵されている軽油を使用するため、いづれ枯渇する。
このため、燃料枯渇時間の評価においては、１，２号機のいづれかまたは両方が停止中の場合、使用可能な燃料油貯油槽の数を１基減らしている※１こと、
各プラントの運転状態によって軽油の消費を伴う送水ポンプ車による給水開始時期が変化する※２ことから、最も早く枯渇する条件（青枠）を選定している※３。
なお、送水ポンプ車の燃料消費量は、地震・津波の重畳時に必要となる給水流量より大きい定格給水流量時の燃料消費量で評価しているため、運転状態に
よる差異はない。移動発電機車の燃料消費量は、燃料消費量が多くなる運転中の条件で停止中の燃料消費量も評価しているため、運転状態による差異はな
い。 １号機（運転中） １号機（停止中）

２号機（運転中） ２号機（停止中）

【炉心】

＜冷却手段＞タービン動補助給水ポンプにより補助給水タンク水をＳＧへ給水。
送水ポンプ車の運転が可能となる約５．３時間後以降は、送水ポンプ車により屋
外給水タンク水および海水を補助給水タンクへ補給し、タービン動補助給水ポン
プによりＳＧへの給水を継続。
＜必要給水流量＞約１９ ３／ｈ（初期）

【炉心】

＜冷却手段＞タービン動補助給水ポンプにより補助給水タンク水をＳＧへ給水。
送水ポンプ車の運転が可能となる約５．３時間後以降は、送水ポンプ車により屋
外給水タンク水および海水を補助給水タンクへ補給し、タービン動補助給水ポン
プによりＳＧへの給水を継続。
＜必要給水流量＞約１９ｍ３／ｈ（初期）
＜除熱手段＞ＳＧにて発生した蒸気を主蒸気逃がし弁から大気へ放出

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約５．３時間後（送水ポンプ車運転開始
時点）

【ＳＦＰ】

＜冷却手段＞ＳＦＰ水位が通常水位から１ｍ低下する約８４時間後から、燃料取
替用水タンク水および海水をＳＦＰへ補給。補給の手段は送水ポンプ車の運転な
どによる。
＜必要給水流量＞約３ｍ３／ｈ
＜除熱手段＞蒸発分を補給

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約８４時間後（ＳＦＰ水位が通常水位から
１ｍ低下する時点から送水ポンプ車の運転開始としている）

３号機（運転中） ３号機（停止中）

【炉心】

＜冷却手段＞タービン動補助給水ポンプにより補助給水ピット水をＳＧへ給水。
送水ポンプ車の運転が可能となる約５．３時間後以降は、送水ポンプ車により屋
外給水タンク水および海水を補助給水ピットへ補給し、タービン動補助給水ポン
プによりＳＧへの給水を継続。
＜必要給水流量＞約３１ｍ３／ｈ（初期）
＜除熱手段＞ＳＧにて発生した蒸気を主蒸気逃がし弁から大気へ放出

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約５．３時間後（送水ポンプ車運転開始
時点）

【ＳＦＰ】

＜冷却手段＞ＳＦＰ水位が通常水位から１ｍ低下する約４７時間後から、燃料取
替用水ピット水および海水をＳＦＰへ補給。補給の手段は送水ポンプ車の運転な
どによる。
＜必要給水流量＞約６ｍ３／ｈ
＜除熱手段＞蒸発分を補給

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約４７時間後（ＳＦＰ水位が通常水位から
１ｍ低下する時点から送水ポンプ車の運転開始としている）

【ＳＦＰ】

＜冷却手段＞ＳＦＰ水位が通常水位から１ｍ低下する約１７時間後から、送水ポ
ンプ車により海水をＳＦＰへ補給。
＜必要給水流量＞約１６ｍ３／ｈ
＜除熱手段＞蒸発分を補給

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約１７時間後（送水ポンプ車運転開始時
点）

＜必要給水流量＞約１９ｍ３／ｈ（初期）
＜除熱手段＞ＳＧにて発生した蒸気を主蒸気逃がし弁から大気へ放出

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約５．３時間後（送水ポンプ車運転開始
時点）

【ＳＦＰ】

＜冷却手段＞ＳＦＰ水位が通常水位から１ｍ低下する約８４時間後から、燃料取
替用水タンク水および海水をＳＦＰへ補給。補給の手段は送水ポンプ車の運転な
どによる。
＜必要給水流量＞約３ｍ３／ｈ
＜除熱手段＞蒸発分を補給

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約８４時間後（ＳＦＰ水位が通常水位から
１ｍ低下する時点から送水ポンプ車の運転開始としている）

【ＳＦＰ】

＜冷却手段＞ＳＦＰ水位が通常水位から１ｍ低下する約２７時間後から、送水ポ
ンプ車により海水をＳＦＰへ補給。
＜必要給水流量＞約１０ｍ３／ｈ
＜除熱手段＞蒸発分を補給

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約２７時間後（送水ポンプ車運転開始時
点）

※１：燃料油貯油槽（地下タンク）については、消防法上、燃料油を抜いての内部点検は必要ないが、今後の保全の参考とする目的で内部点検を計画してい
ることから、 １，２号機のいづれかまたは両方が停止中の場合は燃料油貯油槽１基が使用できないことを想定。
※２：各号機において、軽油の消費を伴う給水が開始される時期が相違する場合は、最も早く軽油の消費を伴う給水が開始される時点から、全ての号機で軽
油の消費を伴う給水が開始されるものとして評価。
※３：上記※１、※２より、使用可能な燃料貯蔵量の観点からは、２号機が停止中の場合に最も厳しい評価条件となり、燃料消費量の観点からは、３号機の運
転状態に拠らず評価条件は同じとなることから、「１号機運転中・２号機停止中・３号機運転中」、「１号機運転中・２号機停止中・３号機停止中」が最も早く燃料
が枯渇する。

図表－51



表１０－３ 評価条件の選定理由について（地震・津波の重畳時）停止中（２／
２）

【ＳＦＰ】

＜冷却手段＞ＳＦＰ水位が通常水位から１ｍ低下する約２７時間後から、送水ポ
ンプ車により海水をＳＦＰへ補給。
＜必要給水流量＞約１０ｍ３／ｈ
＜除熱手段＞蒸発分を補給

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約２７時間後（送水ポンプ車運転開始時
点）

【炉心】

＜冷却手段＞タービン動補助給水ポンプにより補助給水タンク水をＳＧへ給水。
送水ポンプ車の運転が可能となる約５．３時間後以降は、送水ポンプ車により屋
外給水タンク水および海水を補助給水タンクへ補給し、タービン動補助給水ポン
プによりＳＧへの給水を継続。
＜必要給水流量＞約１９ｍ３／ｈ（初期）
＜除熱手段＞ＳＧにて発生した蒸気を主蒸気逃がし弁から大気へ放出

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約５．３時間後（送水ポンプ車運転開始
時点）

【ＳＦＰ】

＜冷却手段＞ＳＦＰ水位が通常水位から１ｍ低下する約８４時間後から、燃料取
替用水タンク水および海水をＳ 補給 補給の手段は送水ポンプ車の運転な

【ＳＦＰ】

＜冷却手段＞ＳＦＰ水位が通常水位から１ｍ低下する約２７時間後から、送水ポ
ンプ車により海水をＳＦＰ 補給

炉心またはＳＦＰにある燃料の重大な損傷を防止するためには、炉心またはＳＦＰの冷却を継続するために必要なＳＧ、ＳＦＰへの給水機能およびＳＧの水位
監視などに必要な監視計器等への給電機能が必要となる。給水および給電機能を継続するために必要な送水ポンプ車、移動発電機車等の運転には燃料
（軽油）が必要であり、給水機能については、さらに水源が必要となる。水源については、最終的な水源を海水としていることから、水源の水量としては制約は
なく、プラントの運転状態別に条件を設定する必要はない。燃料については、１，２号機のディーゼル発電機燃料油貯油槽（各ユニット４基の全８基。以下「燃
料油貯油槽」という。）およびタンクローリーに貯蔵されている軽油を使用するため、いづれ枯渇する。
このため、燃料枯渇時間の評価においては、１，２号機のいづれかまたは両方が停止中の場合、使用可能な燃料油貯油槽の数を１基減らしている※１こと、
各プラントの運転状態によって軽油の消費を伴う送水ポンプ車による給水開始時期が変化する※２ことから、最も早く枯渇する条件（青枠）を選定している※３。
なお、送水ポンプ車の燃料消費量は、地震・津波の重畳時に必要となる給水流量より大きい定格給水流量時の燃料消費量で評価しているため、運転状態に
よる差異はない。移動発電機車の燃料消費量は、燃料消費量が多くなる運転中の条件で停止中の燃料消費量も評価しているため、運転状態による差異はな
い。

１号機（運転中） １号機（停止中）

２号機（運転中） ２号機（停止中）

替用水タンク水および海水をＳＦＰへ補給。補給の手段は送水ポンプ車の運転な
どによる。
＜必要給水流量＞約３ｍ３／ｈ
＜除熱手段＞蒸発分を補給

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約８４時間後（ＳＦＰ水位が通常水位から
１ｍ低下する時点から送水ポンプ車の運転開始としている）

ンプ車により海水をＳＦＰへ補給。
＜必要給水流量＞約１０ｍ３／ｈ
＜除熱手段＞蒸発分を補給

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約２７時間後（送水ポンプ車運転開始時
点）

【炉心】

＜冷却手段＞タービン動補助給水ポンプにより補助給水ピット水をＳＧへ給水。
送水ポンプ車の運転が可能となる約５．３時間後以降は、送水ポンプ車により屋
外給水タンク水および海水を補助給水ピットへ補給し、タービン動補助給水ポン
プによりＳＧへの給水を継続。
＜必要給水流量＞約３１ｍ３／ｈ（初期）
＜除熱手段＞ＳＧにて発生した蒸気を主蒸気逃がし弁から大気へ放出

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約５．３時間後（送水ポンプ車運転開始
時点）

【ＳＦＰ】

＜冷却手段＞ＳＦＰ水位が通常水位から１ｍ低下する約４７時間後から、燃料取
替用水ピット水および海水をＳＦＰへ補給。補給の手段は送水ポンプ車の運転な
どによる。
＜必要給水流量＞約６ｍ３／ｈ
＜除熱手段＞蒸発分を補給

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約４７時間後（ＳＦＰ水位が通常水位から
１ｍ低下する時点から送水ポンプ車の運転開始としている）

【ＳＦＰ】

＜冷却手段＞ＳＦＰ水位が通常水位から１ｍ低下する約１７時間後から、送水ポ
ンプ車により海水をＳＦＰへ補給。
＜必要給水流量＞約１６ｍ３／ｈ
＜除熱手段＞蒸発分を補給

＜軽油の消費を伴う給水の開始時期＞約１７時間後（送水ポンプ車運転開始時
点）

３号機（運転中） ３号機（停止中）

※１：燃料油貯油槽（地下タンク）については、消防法上、燃料油を抜いての内部点検は必要ないが、今後の保全の参考とする目的で内部点検を計画してい
ることから、 １，２号機のいづれかまたは両方が停止中の場合は燃料油貯油槽１基が使用できないことを想定。
※２：各号機において、軽油の消費を伴う給水が開始される時期が相違する場合は、最も早く軽油の消費を伴う給水が開始される時点から、全ての号機で軽
油の消費を伴う給水が開始されるものとして評価。
※３：上記※１、※２より、使用可能な燃料貯蔵量の観点からは、１号機が停止中であるため、２号機の運転状態に拠らず評価条件は同じである。燃料消費
量の観点からは、２号機または３号機が運転中の場合に最も厳しい評価条件となることから、 「１号機停止中・２号機運転中・３号機運転中」、「１号機停止中・
２号機運転中・３号機停止中」、「１号機停止中・２号機停止中・３号機運転中」が最も早く燃料が枯渇する。
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Vメ
タ
ク
ラ
と
の
電
源
ケ
ー
ブ
ル
接
続
、
移
動
発
電
機
車
起
動
）

機
械
工
作
班

6
2

4
S/

G
、

SF
Pへ

の
給
水
確
保
（
送
水
ポ
ン
プ
車
、
仮
設
ホ
ー
ス
設
置
、
給
水
、
運
転
）

施
設
防
護
班

8
1

7
消
防
車
退
避
、
門
扉
開
放
、
扉
閉
止
、
閂
設
置

運
転
班

12
（

1,
2号

機
）

6（
3号

機
）

4(
1,

2号
機

)
－

通
報
連
絡
、
指
揮
命
令
、
手
順
書
確
認
、
パ
ラ
メ
ー
タ
監
視
、
現
場
運
転
員
へ
の
指
示

蓄
圧
タ
ン
ク
出
口
弁
閉
止

2（
3号

機
）

－

3
(1
名

/号
機

)
－

不
要
直

流
負

荷
切

離
し

、
移

動
発
電

機
車

か
ら

の
給

電
準

備
、

充
電
器

・
予

備
充

電
器

・
蓄

圧
タ

ン
ク
出

口
弁

電

源
供
給
準
備

3
(1
名

/号
機

)
－

閂
設
置
（

1,2
号
機
の
み
）
、
主
蒸
気
逃
が
し
弁
開
度
調
整
、
恒
設
設
備
に
よ
る

SF
Pへ

の
給
水

3
(1
名

/号
機

)
－

移
動
発
電
機
車
か
ら
の
給
電
準
備
、
補
助
給
水
流
量
調
整
、

RC
P封

水
・
冷
却
水
隔
離
弁
閉
止

3
(1
名

/号
機

)
－

移
動
発
電
機
車
か
ら
の
給
電
準
備

土
木
建
築
工
作
班

3
1

2
瓦
礫
除
去
（
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ー
）
、
道
路
補
修
（
バ
ッ
ク
ホ
ウ
）

放
管
班

5
1

4
閂
設
置
、
管
理
区
域
の
出
入
管
理
、
放
射
線
管
理

１
．
対
策
ﾁ
ｰ
ﾑ
毎
の
体
制
上
の
要
員
お
よ
び
作
業
項
目
※

1

※
1：

要
員
は
泊
発
電
所
１
～
３
号
機
と
し
て
想
定
し
た
。

（
単
位
：
名
）

最
少
必
要

構
内
当
直
・
宿
直

※
4

宮
丘
地
区
待
機

（
当
番
制
）

発
電

所
近
傍
に
居
住
し
て
い
る
要
員
数
（
平
成

24
年

2月
現
在
）

２
．
夜
間
・
休
日
に
お
け
る
初
動
対
応
要
員
確
保
の
内
訳

（
単
位
：
名
）

図表

対
策

ﾁ
ｰ
ﾑ※

2
最
少
必
要

要
員
数

※
3

※
（
当
番
制
）

社
員

協
力

会
社

社
員

協
力

会
社

平
日
夜
間

休
日

宮
丘

地
区
※

5
地

元
４

カ
町
村
※

6
宮

丘
地

区
※

5
地

元
４

カ
町
村
※

6
社
員

協
力
会
社

社
員

協
力
会
社

社
員

協
力
会
社

社
員

協
力
会
社

指
揮
者

1
1

－
－

－
1

－
18

－
1

－
－

－

事
務
局

2
2

－
－

－
21

－
5

－
12

－
－

－

電
気
工
作
班

7
3

－
－

－
46

35
13

29
29

29
4

29
機
械
工
作
班

6
1(

1)
2(

1)
1

2
47

36
10

25
24

31
7

25
施
設
防
護
班

5
－

5
－

－
2

－
※

7
2

－
※

7
1

－
※

7
－

－
※

7
運

転
班

※
8

18
18

(2
)

－
－

－
10

8
－

17
－

10
4

－
9

－

土
木
建
築
工
作
班

2
－

2
－

－
9

－
2

16
4

－
1

16
放
管
班

4
－

4
－

－
21

－
13

－
17

－
5

－

小
計

45
25

(3
)

13
(1

)
1

2
25

5
71

80
70

19
2

60
26

70
合

計
45

※
3

38
(4

)※
4

3※
4

32
6

15
0

25
2

96
※
2：

指
揮
者
は
各
班
長
を
代
行
す
る
。

※
3：

最
少
必
要
人
数
と
は
、
各
班
が
そ
れ
ぞ
れ
の

初
動
対
応
に
お
け
る
作
業
項
目
を
制
限
時
間
内
に
完
了
す
る
こ
と
の
で
き
る
最
少
人
数
と
し
た
。

※
4：

夜
間
休
日
の
初
動
対
応
で
は
、
常
駐
し
て
い

る
要
員
が
相
互
に
各
班
の
役
務
を
補
完
す
る
こ
と
か
ら
、
最
少
必
要
要
員
数
と
構
内
当
直
・
宿
直
者
と
宮
丘
地
区
待
機
者
の
合
計
は
一

致
し
な
い
場
合
が
あ
る
。
代
替
電
源
確
保
作

業
は
各
班
の
(

)内
人
数
が
電
気
工
作
班
を
兼
務
す
る
こ
と
に
よ
り
最
少
必
要
要
員
数
7名

を
確
保
す
る
。

※
5：

宮
丘
地
区
か
ら
の
参
集
と
は
次
に
居
住
し
て

い
る
要
員
と
し
た
：
社
員
［
社
宅
､み

や
お
か
寮

､柏
木
寮
､桜

木
寮

､は
ま
な
す
寮
､稲

穂
寮
］
、
協
力
会
社
［
宮
丘
地
区
の
住
居
］

※
6：

地
元
４
カ
町
村
か
ら
の
参
集
と
は
次
に
居
住

し
て
い
る
要
員
と
し
た
：
宮
丘
地
区
を
除
く
地
元
４
カ
町
村
（
岩
内
町
、
共
和
町
、
泊
村
、
神
恵
内
村
）

※
7：

施
設
防
護
班
の
協
力
会
社
人
数
は
核
物
質
防

護
上
の
観
点
か
ら
非
公
開
と
し
て
い
る
。

※
8：

運
転
班
員
の
居
住
地
に
つ
い
て
は
直
に
よ
り

構
成
が
変
わ
る
為
、
代
表
例
を
記
載
し
た
。
最
少
必
要
要
員
1
8名

は
1
,2
号
機
要
員

(1
2名

)と
3号

機
要
員
(
6名

)の
合
計
。

図
１
０
－
４
－
２

防
護
措
置
に
係
る
要
員
配
置
等
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津
波
ま
た
は
地
震
等
に
よ
る
電
源
機
能
等
喪
失
時
の

泊
発
電
所
原
子
力
災
害
対
策
本
部
の
構
成
（
対
策
チ
ー
ム
）

泊
発

電
所
原

子
力
災

害
対
策

本
部

対
策
本
部

本
部
長

副
本
部
長

委
員

発
電
所
長

発
電
所
次
長
（
技
術
系
担
当
）

発
電
所
所
長
代
理

次
長

発
電
室
長

原
子
力
教
育
セ
ン
タ
ー
長

品
質
保
証
室
長

夜
間
休
日
の
初
動
対
応
に
つ
い
て
は
発
電

所
構
内
に
当
直
し
て
い
る
副
防
災
管
理
者

が
事
務
局
長
お
よ
び
各
班
長
の
代
行
と
し
て

指
示
す
る
。
な
お
，
夜
間
休
日
の
初
動
対
応

に
つ
い
て
は
，
発
電
所
当
直
・
宿
直
者
お
よ

び
宮
丘
地
区
待
機
者
で
対
応
し
、
実
状
に
応

じ
て
役
務
を
変
更
す
る
。

事
務

局
事
務
局
長

運
営
課
長

電
気

工
作
班

班
長

電
気
保
修
課
長

○
事
務
局

・
対
策
本
部
の
運
営
、
通
報
連
絡

・
移
動
発
電
機
車
の
配
置

・
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
の
配
置
，
接
続

○
電
気
工
作
班
の
う
ち
代
替
給
電
チ
ー
ム

・
電
源
仮
設
ケ
ー
ブ
ル
の
布
設
，
接
続

・
給
電

・
運
転
班
（
当
直
を
含
む
）と
の
連
絡

・
対
策
本
部
と
の
連
絡
・
初
動
対
応

○
機
械
工
作
班
の
う
ち
代
替
給
水
チ
ー
ム

・
送
水
ポ
ン
プ
車
，
ホ
ー
ス
等
の
準
備
，
設
置
，
現
場
で
の
取
り
回
し

・
タ
ン
ク
等
の
水
位
の
監
視

・
取
水
，
送
水
お
よ
び
給
水

・
運
転
班
（
当
直
を
含
む
）と
の
連
絡

・
対
策
本
部
と
の
連
絡

機
械

工
作
班

班
長

機
械
保
修
課
長

現
場

中
央
制
御
室

【
１

・
２
号
機
】

【
３
号
機
】

※
１

・
パ
ラ
メ
ー
タ
確
認
（
炉
心
・
Ｓ
Ｇ
）

・
現
場
運
転
員
へ
の
指
示

・
蓄
圧
タ
ン
ク
出
口
弁
閉
止

・
通
報
連
絡

・
指
揮
命
令

・
手
順
書
確
認

３
名

６
名

発
電
課
長
（
当

直
）

１
号
機

２
号
機

副
長

運
転
員
Ⅰ

※
２

副
長

運
転
員

Ⅰ
※
２

発
電
課
長

（
当
直
）

副
長

運
転
員

Ⅰ
※
２

泊
１

・
２

・
３

号
機

全
交

流
電

源
喪

失
時

に
お

け
る

対
応

体
制

（
運

転
員

）

○
施
設
防
護
班

・
消
防
車
，
消
火
ホ
ー
ス
の
準
備
，
現
場
で
の
取
り
回
し

・
取
水
お
よ
び
送
水

・
運
転
班
（
当
直
を
含
む
）と
の
連
絡

・
対
策
本
部
と
の
連
絡

・
初
動
対
応

○
運
転
班

・
泊
発
電
所
運
転
要
領
に
基
づ
く
運
転
操
作

・
屋
内
消
火
栓
か
ら

SF
Pへ

の
ホ
ー
ス
の
取
り
回
し

・
送
水
お
よ
び
給
水

・
SF

Pの
現
場
で
の
水
位
監
視

・
対
策
本
部
と
の
連
絡

・
初
動
対
応

○
土
木
建
築
工
作
班

・
構
内
通
行
路
確
保
（が
れ
き
除
去
，
道
路
補
修
）

・
対
策
本
部
と
の
連
絡

○
放
管
班

・
管
理
区
域
の
出
入
管
理

・
放
射
線
管
理

・
対
策
本
部
と
の
連
絡

・
初
動
対
応

施
設

防
護
班

班
長

施
設
防
護
課
長

運
転

班
班
長

発
電
課
長

（
運
営
統
括
）

土
木

建
築
工

作
班

班
長

土
木
建
築
課
長

放
管

班

班
長

安
全
管
理
課
長

現
場

・
建
屋
内
扉
開
放

・
不
要
な
直
流
負
荷
切
離
し

・
主
蒸
気
逃
が
し
弁
開
度
調
整

・
補
助
給
水
流
量
調
整

・
Ｒ
Ｃ
Ｐ
封
水
・
冷
却
水
隔
離
弁
閉
止

・
Ｓ
Ｆ
Ｐ
水
位
監
視
お
よ
び
保
有
水
確
保
系
統
構
成

６
名

３
名

運
転

員
Ⅰ
お
よ
び
Ⅱ

※
２
※
３

運
転
員

Ⅰ
お
よ
び
Ⅱ

※
２
※
３

※
１
：
３
号
機
は
独
立
プ
ラ
ン
ト

※
２
：
運
転
員
Ⅰ
と
は
、
原
子
炉
運
転
員
、
タ
ー
ビ
ン
電
気
運
転
員
を
い
う
。

※
３
：
運
転
員
Ⅱ
と
は
、
１
次
系
巡
視
員
、
２
次
系
巡
視
員
を
い
う
。

図
１
０
－
４
－
３
緊
急
時
対
応
業
務
実
施
体
制

図表－56



H1
H2

H3
H4

H5
H6

H7
H8

H9
H1

0
H1

1
H1

2
H1

3
H1

4
H1

5
H1

6
H1

7
H1

8
H1

9
H2

0
H2

1
H2

2
H2

3

最
低
気
温

-1
1.1

-1
3.0

-1
4.4

-1
2.2

-9
.3

-1
3.6

-1
0.8

-1
4.1

-1
1.2

-1
4.4

-1
2.3

-1
4.5

-1
4.8

-1
1.5

-1
2.4

-1
1.8

-1
2.5

-1
3.3

-7
.8

-1
2.5

-1
0.5

-1
3.0

-1
1.9

最
高
気
温

0.6
-5
.0

0.7
-0
.8

4.8
-6
.4

-1
.0

-5
.9

-0
.9

-3
.5

-4
.9

-2
.1

-7
.0

-0
.8

-4
.0

-2
.4

-3
.1

-4
.9

-0
.9

-3
.3

-2
.5

-2
.0

2.9

-2
0.0

-1
5.0

-1
0.0-5
.00.05.010
.0

気 温

泊
発
電
所
各
年
の
最
低
気
温
記
録
日
の
温
度
状
況
（平

成
元
年
～

23
年
）

最
低
気
温
：
-1

4.
8℃

※
最
高
気
温
：
最
低
気
温
記
録
日
の
日
最
高
気
温

泊
発
電
所

小
樽
特
別
地
域
気

象
観
測
所

図表

図
１
０
－
５
凍
結
防
止
対
策
に
つ
い
て
（
１
／
３
）

【
参
考
】
原
子
炉
設
置
許
可
申
請
時
に
お
い
て
、
冬
期
に
暖
房
等
が
喪
失
し
た
場
合

の
影
響
に
つ
い
て
評
価
を
実
施
済
み

（
初
期
条
件
：
外
気
温
－
19

℃
,建
屋
内
初
期
温
度
10

℃
,建
屋
内
発
熱
な
し
）

１
．
温
度
降
下
量

２
．
評
価
結
果

建
屋
内
：
冬
期
で
も
10

℃
以
上
に
制
御
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
熱
源
喪
失
後
の
温
度

降
下
は
き
わ
め
て
緩
や
か
で
あ
る
。

建
屋
外
：
屋
外
タ
ン
ク
は
保
温
材
お
よ
び
電
気
ヒ
ー
タ
に
よ
り
冬
期
で
も
5℃

以
上
に

制
御
さ
れ
て
お
り
、
熱
源
喪
失
後
の
温
度
降
下
は
約
0.
3℃

／
日
程
度
で

あ
る
。建
屋
内
温
度
（
原
子
炉
格
納
容
器
以
外
）

約
3℃

/週

屋
外
タ
ン
ク
（
保
温
有
り
）

約
0.
3℃

/日

-2
0

-1
5

-1
0-5051015

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0
11

1
2

最 低 気 温

19
43
年
～

19
90
年
の
月
別
の
日
最
低
気
温
の
極
値

（
小
樽
特
別
地
域
気
象
観
測
所
）

＜
泊
発
電
所
１
・
２
号
機
設
置
許
可
申
請
書
の
記
載
デ
ー
タ
＞

最
低
気
温

:-1
8.

0℃
（
19

54
年

1月
に
観
測
）
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蒸
気
発
生
器

タ
ー
ビ
ン
動
補
助

給
水
ポ
ン
プ

補
助
給
水
タ
ン
ク

２
次
系
純
水
タ
ン
ク

電
動
補
助

給
水
ポ
ン
プ

送
水
ポ
ン
プ
車

屋
内

屋
外

電
気
ヒ
ー
タ

凍
結
深
度
以
下
の
地
下
洞
道
内
に
敷
設

し
て
お
り
、
凍
結
の
恐
れ
な
し

仮
設
給
水
タ
ン
ク

電
気
ヒ
ー
タ

通
水
環
境
で
使
用
す
る
た
め

凍
結
の
恐
れ
な
し

ろ
過
水
タ
ン
ク

建
屋
内
の
室
温
は
通
常
１
０
℃

以
上
に
維
持
さ
れ
る
よ
う
に
制
御

さ
れ
て
い
る
。
（
SB

O
後
の
降
下

量
は
、
約
３
℃
／
週
（
原
子
炉
建

屋
）

電 気 ヒ ー

タ

図表

消
防
車

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク

１
次
系
純
水
タ
ン
ク

ろ
過
水
タ
ン
ク

凍
結
深
度
以
下
に
で

凍
結
の
恐
れ
な
し

原
水
槽
（
地
下
）

海
水

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

防
火
水
槽

凍
結
深
度
以
下
で
凍

結
の
恐
れ
な
し

通
水
環
境
で
使
用
す
る
た
め

凍
結
の
恐
れ
な
し

屋
内
消
火
栓

凍
結
深
度
以
下
の

地
下
洞
道
内
に
敷
設

し
て
お
り
、
凍
結
の
恐

れ
な
し

本
設
ラ
イ
ン

仮
設
ラ
イ
ン

（
予
備
の
ホ
ー
ス

を
配
備
済
み
）

給
排
水
処
理
建
屋
（
屋
内
）

エ
ン
ジ
ン
消
火
ポ
ン
プ

図
１
０
－
５
凍
結
防
止
対
策
に
つ
い
て
（
２
／
３
）
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仮
設
設
備
等
に
係
る
対
策

代
替
水
源
に
係
る
対
策

設
備
名

配
置
場
所

確
認
結
果

地
震
、
津
波
、
地
震
と
津
波
の
重
畳
の
い
ず
れ
の
場
合
で
も
使
用
可
能
な
水
源

補
助
給
水
タ
ン

ク
屋
内
(T
.P
.3
1.
3m

)
原
子
炉
建
屋

・
SB
O
発
生
直
後
か
ら
約
8時
間
使
用
す

る
。
初
期
水
温
は
10

℃
以
上
あ
り
、
約
8

時
間
後
の
水
温
は
約
9.
8℃
以
上
で
あ
る

こ
と
か
ら
凍
結
の
恐
れ
無
し

燃
料
取
替
用

水
タ
ン
ク

屋
内
(T
.P
.2
4.
8m

)
燃
料
取
替
用
水
タ
ン

ク
建
屋

・
SB
O
発
生
の
約
4日
後
か
ら
約
8日
後
ま

で
の
間
使
用
す
る
。
初
期
水
温
は
10

℃
以
上
あ
り
、
約
8日
後
の
水
温
は
約
6.
5℃

以
上
で
あ
る
こ
と
か
ら
凍
結
の
恐
れ
無
し

※
温
度
が
低
下
す
る
と
ホ
ウ
酸
が
析
出

す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
0℃
に
お
い
て

も
析
出
し
な
い
こ
と
を
確
認
。

そ
の
他
の
水
源
（
津
波
単
独
時
等
）

１
次
系
純
水
タ

ン
ク

屋
内
（
T.
P.
31

.8
m
）

原
子
炉
建
屋

・
SB
O
発
生
の
約
8日
後
か
ら
約
10
日
後

ま
で
の
間
使
用
す
る
。
初
期
水
温
は
10
℃

以
上
あ
り
約
10
日
後
の
水
温
は
約

設
備
名

配
置
場
所

確
認
結
果

保
管
場
所

使
用
場
所

降
雪

凍
結

燃
料
（
軽
油
）

屋
外
（
地
下
埋

設
）

・
寒
冷
地
仕
様
（
特
３
号
軽

油
）
を
使
用

移
動
発
電
機
車

（
２
台
）

屋
外
（
T.
P.
31
m
）
屋
外

（
T.
P.
31

m
）

・
車
は
冬
タ
イ
ヤ
を

装
着

・
積
雪
１
０
ｃ
ｍ
以

上
で
構
内
除
雪

・
最
低
使
用
温
度
は
－
30

℃
で
設
計
さ
れ
て
い
る
。

仮
設
キ
ュ
ー
ビ
ク

ル （
２
基
）

屋
外

（
T.
P.
31

m
）

・
積
雪
１
０
ｃ
ｍ
以

上
で
構
内
除
雪

・
凍
結
の
恐
れ
の
あ
る
部
位

は
無
い

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

（
３
台
）

屋
外

（
T.
P.
39

m
,T
.P
.3

1m
）

屋
外

（
T.
P.
10

m
,T
.P
.3

1m
）

・
車
は
冬
タ
イ
ヤ
を

装
着

・
北
海
道
で
冬
期
も
一
般
的

に
使
用
さ
れ
て
い
る
仕
様
で

あ
り
凍
結
の
恐
れ
無
し
（
寒

冷
地
仕
様
車
）

・
消
防
車
は
通
常
屋
内
保
管

（
冬
期
は
暖
房
設
備
で
温
度

管
理
）

消
防
車

（
２
台
）

屋
外
（
車
庫
）

（
T.
P.
10

m
）

屋
外
（
T.
P.
10

m
他
）

送
水
ポ
ン
プ
車
（
２

屋
外
（
倉
庫
）

屋
外
（
T
P
10

送
水
ポ
ン
プ
車
の
最
低
使

図表－

以
上
あ
り
、
約
10
日
後
の
水
温
は
約

5.
7℃
以
上
で
あ
る
こ
と
か
ら
凍
結
の
恐

れ
無
し

原
水
槽
、
防
火

水
槽

屋
外
（
地
下
埋
設
）

・
貯
水
部
は
凍
結
深
度
（
約
６
０
ｃ
ｍ
）
以

下
で
地
中
の
熱
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、

凍
結
の
恐
れ
無
し
。

２
次
系
純
水
タ

ン
ク

屋
外
(T
.P
.1
0m
；
冬

期
は
電
気
ヒ
ー
タ
で

5℃
以
上
に
加
温
、

保
温
あ
り
)

・
SB
O
発
生
の
1日
目
か
ら
約
5日
後
ま
で

の
間
使
用
す
る
。
初
期
水
温
は
5℃
以
上

あ
り
、
約
5日
後
の
水
温
は
3.
5℃
以
上
で

あ
る
こ
と
か
ら
凍
結
の
恐
れ
無
し
。

ろ
過
水
タ
ン
ク

屋
外
(T
.P
.1
0m
；
冬

期
は
電
気
ヒ
ー
タ
で

6℃
以
上
に
加
温
、

保
温
あ
り
)

・
SB
O
発
生
の
約
5日
後
か
ら
約
17
日
後

ま
で
の
間
使
用
す
る
。
初
期
水
温
は
6℃

以
上
あ
り
、
約
17
日
後
の
水
温
は
0.
9℃

以
上
で
あ
る
こ
と
か
ら
凍
結
の
恐
れ
無
し
。

・
積
雪
１
０
ｃ
ｍ
以

上
で
構
内
除
雪

送
水
ポ
ン
プ
車
（
２

台
）
、
ホ
ー
ス
等

（
予
備
あ
り
）

屋
外
（
倉
庫
）

（
T.
P.
39

m
,T
.P
.3

1m
）

屋
外
（
T.
P.
10

m
他
）

・
送
水
ポ
ン
プ
車
の
最
低
使

用
温
度
は
－
19

℃
で
設
計

さ
れ
て
い
る
。

・
通
水
環
境
で
使
用
す
る
た

め
凍
結
の
恐
れ
無
し

・
送
水
ポ
ン
プ
車
は
通
常
屋

内
保
管
（
冬
期
は
暖
房
設
備

で
温
度
管
理
）

ホ
イ
ー
ル
ロ
ー

ダ
ー

（
他
に
ブ
ル
ド
ー
ザ

あ
り
）

屋
外
（
T.
P.
39
m
）
屋
外
（
T.
P.
10

m
他
）

・
車
は
冬
タ
イ
ヤ
を

装
着

・
燃
料
は
寒
冷
地
仕
様
（
特

３
号
軽
油
）
を
使
用

仮
設
給
水
タ
ン
ク

（
１
０
基
）

屋
外

（
T.
P.
31

m
）

・
積
雪
１
０
ｃ
ｍ
以

上
で
構
内
除
雪

・
冬
期
は
電
気
ヒ
ー
タ
に
よ
り

加
温
さ
れ
て
い
る
た
め
、
凍

結
の
恐
れ
な
し
。

４
図
１
０
－
５
凍
結
防
止
対
策
に
つ
い
て
（
３
／
３
）
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訓
練
内
容

日
時
等

メ
ン
バ
ー

所
要
時
間

雪
（
吹
雪
）
；
昼

間
平
成
２
４
年
２
月
２
日

気
温
；
－
７
．
２
℃

風
速
；
７
．
７
m
/S

積
雪
（
道
路
）
；
約
５
ｃ
ｍ

※

４
名

（
３
０
代
２
名
、
４
０

代
１
名
、
５
０
代
１

名
）

１
時
間
２
４
分

（
一
部
道
路
以
外
の

坂
・
平
地
部
を
進
み
、

水
路
橋
を
迂
回
）

雪
（
吹
雪
）
；
夜

間
平
成
２
４
年
２
月
２
日

気
温
；
－
７
．
５
℃

風
速
６
８

/

３
名

（
２
０
代
１
名
、
４
０

代
名

代

１
時
間
１
５
分

事
業
者
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
時
間
計
測
結
果

距
離

所
要

時
間

車
両

徒
歩

宮
丘

地
区
⇒

大
和
門
扉

約
３
．
５
ｋ
ｍ

１
４
分

６
３

分

大
和

門
扉
⇒

発
電
所
構
内

約
２
．
５
ｋ
ｍ

５
分

２
５

分

合
計

１
９

分
８

８
分

防
護
措
置
に
係
る
時
間
評
価
は
、
宮
丘
地
区
か
ら
の
参
集
時
間
は
実
測
時
間
を
安
全
側
に
約
2

倍
と
し
3
時
間
（
1
8
0
分
）
と
し
て
い
る
。

図表

風
速
；
６
．
８
m
/S

積
雪
（
道
路
）
；
約
５
ｃ
ｍ

※

代
１
名
、
５
０
代
１

名
）

雪
（
吹
雪
、
強

風
）

；
夜
間

平
成
２
４
年
２
月
１
５
日

気
温
；
－
６
．
８
℃

風
速
；
１
８
．
４
m
/S

積
雪
（
道
路
）
；
約
５
ｃ
ｍ

※

４
名

（
３
０
代
１
名
、
４
０

代
２
名
、
５
０
代
１

名
）

１
時
間
２
８
分

（
一
部
道
路
以
外
の

坂
・
平
地
部
を
進
み
、

水
路
橋
を
迂
回
）

緊
急
安
全
対
策
要
員
数
（
夜
間
・
休
日
）

電
力
社
員

協
力
会
社

合
計

宮
丘

地
区

１
９
２
名

６
０
名

２
５

２
名

地
元

４
カ
町

村
２
６
名

７
０
名

９
６

名

合
計

２
１
８
名

１
３
０
名

３
４

８
名

参
集
条
件
の
最
も
厳
し
い
夜
間
・
休
日
に
お
い
て
も
緊
急
安
全
対
策
要
員
は
、
当
直
・
宿
直
（
発
電
所
構
内
に

常
駐
す
る
要
員

36
名
）
お
よ
び
宮
丘
地
区
待
機
（
緊
急
参
集
要
員

5名
）
と
す
る
こ
と
で
確
保
し
て
い
る
。

発
電
所
構
内
に
常
駐
す
る
要
員
は
事
態
に
即
応
し
、
緊
急
参
集
要
員
は

3時
間
以
内
に
構
内
に
参
集
す
る
。

さ
ら
に
そ
の
他
の
宮
丘
地
区
居
住
者
（
社
員
お
よ
び
協
力
会
社
社
員
の
合
計

25
2名
（
休
日
）
）
の
参
集
率
を

30
%
と
し
て
も
少
な
く
と
も

75
名
程
度
は

3時
間
経
過
後
か
ら
の
随
時
参
集
が
期
待
で
き
る
と
し
て
い
る
。

（
平
成

24
年

2月
時
点
）

※
道
路
部
以
外
の
積
雪
は
約

10
0c

m

ア
ク
セ
ス
道
路
に

反
射
標
識
（
ポ
ー

ル
）
を
設
置
済
み
。

ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
雪

崩
に
よ
る
影
響
を
評

価
し
、
通
行
に
支
障
を

来
た
す
こ
と
は
な
い
こ

と
を
確
認
し
て
い
る
。

図
１
０
－
６
冬
期
に
お
け
る
参
集
に
つ
い
て
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○ ×

地
震
・
津
波
の
重
畳
時

の
使
用
可
否

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0
･･
･
1
7

1
8
･･
･
2
0

2
1
･･
･
2
5

補
助
給
水
タ
ン
ク

機
能

設
備

起
因
事
象
発
生
か
ら
の
時
間
（
日
）

約
８
時
間
後

地
震
･津

波
の
重
畳
に
よ
る

全
交
流
電
源
喪
失
と
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
喪
失
の
重
畳
時

【
平
成
24
年
6月

1日
時
点
（
１
号
機
）
】

【
平
成
24
年
6月

1日
時
点
（
２
号
機
）
】

全
交
流
電
源
喪
失
と
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
喪
失
の
重
畳
時

【
平
成
23
年
12
月
6日

時
点
（
１
号
機
）
】

【
平
成
23
年
12
月
26
日
時
点
（
２
号
機
）
】

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

･･
･

1
7

1
8

･･
･

2
0

2
1

補
助
給
水
タ
ン
ク

２
次
系
純
水
タ
ン
ク

起
因
事
象
発
生
か
ら
の
時
間
（
日
）

機
能

設
備

約
８
時
間
後

図表

×
耐
震
設
計
Ｃ
ク
ラ
ス

○
※

×

耐
震
設
計
Ｃ
ク
ラ
ス

×
耐
震
設
計
Ｃ
ク
ラ
ス

○ ○ ○

※
：
地
震
・
津
波
の
重
畳

時
に
使
用
可
能
な
水
源

と
し
て
屋
外
給
水
タ
ン
ク

を
新
規
設
置

図
１
０
－
７
地
震
・
津
波
の
重
畳
時
に
お
け
る
炉
心
の
冷
却
継
続
時
間

２
次
系
純
水
タ
ン
ク

－ ろ
過
水
タ
ン
ク

原
水
槽

海
水

蓄
電
池

移
動
発
電
機
車

：
燃
料
不
要

：
燃
料
必
要

給
電
機
能

Ｓ
Ｇ
へ
の

給
水
機
能

約
５
時
間
後

ク
リ
フ
エ
ッ
ジ
発
生
（
約
２
０
日
後
）

（
燃
料
枯
渇
時
間
）

２
次
系
純
水
タ
ン
ク

【
利
用
不
可
】

屋
外
給
水
タ
ン
ク

【
新
規
設
置
】

ろ
過
水
タ
ン
ク

【
利
用
不
可
】

原
水
槽

【
利
用
不
可
】

海
水

蓄
電
池

移
動
発
電
機
車

：
燃
料
不
要

：
燃
料
必
要

給
電
機
能

Ｓ
Ｇ
へ
の

給
水
機
能

約
５
時
間
後

ク
リ
フ
エ
ッ
ジ
発
生
（
約
２
０
日
後
）

（
燃
料
枯
渇
時
間
）
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1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0
･･
･
1
7

1
8
･･
･
2
0

2
1
･･
･
2
5

Ｓ
Ｆ
Ｐ
水
位
１
ｍ
低
下

機
能

設
備

起
因
事
象
発
生
か
ら
の
時
間
（
日
）

約
８
４
時
間
後

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

･･
･

17
18

･･
･

20
21

Ｓ
Ｆ
Ｐ
水
位
１
ｍ
低
下

機
能

設
備

起
因
事
象
発
生
か
ら
の
時
間
（日

）

約
８
４
時
間
後

地
震
･津

波
の
重
畳
に
よ
る

全
交
流
電
源
喪
失
と
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
喪
失
の
重
畳
時

【
平
成
24
年
6月

1日
時
点
（
１
号
機
）
】

【
平
成
24
年
6月

1日
時
点
（
２
号
機
）
】

全
交
流
電
源
喪
失
と
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
喪
失
の
重
畳
時

【
平
成
23
年
12
月
6日

時
点
（
１
号
機
）
】

【
平
成
23
年
12
月
26
日
時
点
（
２
号
機
）
】

－

地
震
・
津
波
の
重
畳
時

の
使
用
可
否

図表

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク

１
次
系
純
水
タ
ン
ク

ろ
過
水
タ
ン
ク

防
火
水
槽

原
水
槽
お
よ
び
防
火
水
槽

海
水

※
：燃

料
取
替
用
水
タ
ン
ク
、
1次

系
純
水
タ
ン
ク
お
よ
び
ろ
過
水
タ
ン
ク
は
併
用
す
る
時
期
が
あ
る
。

表
は
各
水
源
の
使
用
可
能
水
量
か
ら
評
価
さ
れ
る
使
用
可
能
日
数
を
示
す
。

：燃
料
不
要

：燃
料
必
要

Ｓ
Ｆ
Ｐ
へ
の

給
水
機
能

ク
リ
フ
エ
ッ
ジ
発
生
（
約
２
０
日
後
）

（
燃
料
枯
渇
時
間
）

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク

１
次
系
純
水
タ
ン
ク

【利
用
不
可
】

ろ
過
水
タ
ン
ク

【利
用
不
可
】

防
火
水
槽

【利
用
不
可
】

原
水
槽
お
よ
び
防
火
水
槽

【利
用
不
可
】

海
水

※
：燃

料
取
替
用
水
タ
ン
ク
お
よ
び
海
水
は
併
用
す
る
時
期
が
あ
る
。
表
は
使
用
可
能
水
量
か
ら
評
価
さ
れ
る
使
用
可
能
日
数
を
示
す
。

：燃
料
不
要

：燃
料
必
要

Ｓ
Ｆ
Ｐ
へ
の

給
水
機
能

ク
リ
フ
エ
ッ
ジ
発
生
（
約
２
０
日
後
）

（
燃
料
枯
渇
時
間
）

図
１
０
－
８
地
震
・
津
波
の
重
畳
時
に
お
け
る
Ｓ
Ｆ
Ｐ
の
冷
却
継
続
時
間
（
運
転
中
）

○ ×

耐
震
設
計
Ｃ
ク
ラ
ス

×

耐
震
設
計
Ｃ
ク
ラ
ス

×

耐
震
設
計
Ｃ
ク
ラ
ス

×
耐
震
設
計
Ｃ
ク
ラ
ス

○
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地
震
･津

波
の
重
畳
に
よ
る

全
交
流
電
源
喪
失
と
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
喪
失
の
重
畳
時

【
平
成
24
年
6月

1日
時
点
（
１
号
機
）
】

【
平
成
24
年
6月

1日
時
点
（
２
号
機
）
】

全
交
流
電
源
喪
失
と
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
喪
失
の
重
畳
時

【
平
成
23
年
12
月
6日

時
点
（
１
号
機
）
】

【
平
成
23
年
12
月
26
日
時
点
（
２
号
機
）
】

1
2

3
4

5
6

･･
･
1
5

1
6
･･
･
2
0

2
1
･･
･
2
7

2
8
･･
･
3
4

3
5

機
能

設
備

起
因
事
象
発
生
か
ら
の
時
間
（
日
）

1
2

3
4

5
6

7
･･
･

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

･･
･

2
0

2
1

機
能

設
備

起
因
事
象
発
生
か
ら
の
時
間
（
日
）

地
震
・
津
波
の
重
畳
時

の
使
用
可
否

図表

図
１
０
－
９
地
震
・
津
波
の
重
畳
時
に
お
け
る
Ｓ
Ｆ
Ｐ
の
冷
却
継
続
時
間
（
停
止
中
）

Ｓ
Ｆ
Ｐ
水
位
１
ｍ
低
下

ろ
過
水
タ
ン
ク

防
火
水
槽

原
水
槽
お
よ
び
防
火
水
槽

２
次
系
純
水
タ
ン
ク

海
水

：燃
料
不
要

：燃
料
必
要

Ｓ
Ｆ
Ｐ
へ
の

給
水
機
能

約
２
７
時
間
後

ク
リ
フ
エ
ッ
ジ
発
生
（
約
２
０
日
後
）

（
燃
料
枯
渇
時
間
）

Ｓ
Ｆ
Ｐ
水
位
１
ｍ
低
下

ろ
過
水
タ
ン
ク

【利
用
不
可
】

防
火
水
槽

【利
用
不
可
】

原
水
槽
お
よ
び
防
火
水
槽

【利
用
不
可
】

２
次
系
純
水
タ
ン
ク

【利
用
不
可
】

海
水

：燃
料
不
要

：燃
料
必
要

Ｓ
Ｆ
Ｐ
へ
の

給
水
機
能

約
２
７
時
間
後

ク
リ
フ
エ
ッ
ジ
発
生
（
約
２
０
日
後
）

（
燃
料
枯
渇
時
間
）

－ ×

耐
震
設
計
Ｃ
ク
ラ
ス

×
耐
震
設
計
Ｃ
ク
ラ
ス

×

耐
震
設
計
Ｃ
ク
ラ
ス

×
耐
震
設
計
Ｃ
ク
ラ
ス

○
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機能 ＡＭ策 緊急安全対策等

原子炉の
停止機能

①手動原子炉トリップ

②緊急ほう酸注入

③緊急２次系冷却

④緊急２次系冷却の多様化

炉心冷却機能

①代替注入 ・緊急時の最終的な除熱機能の確保

②２次系強制冷却による低圧注入

③２次系強制冷却による低圧再循環

④２次系強制冷却によるサンプ水冷却

⑤水源補給による注入継続

⑥代替格納容器気相冷却

⑦１次系注水・減圧

⑧代替給水

⑨２次系水源補給

⑩フィードアンドブリード

⑪タービンバイパス系の活用

⑫代替再循環

表１１－１ 安全機能別のＡＭ策、緊急安全対策等の整備状況

⑫代替再循環

⑬格納容器内自然対流冷却

⑭代替補機冷却

⑮クールダウン＆リサーキュレーション

放射性物質の
閉じ込め機能

①代替格納容器気相冷却 ・緊急時のＳＦＰの冷却確保(注)

・水素爆発防止対策
②格納容器手動隔離

③格納容器内自然対流冷却

④格納容器内注水

⑤１次系強制減圧

安全機能の
サポート機能

①電源復旧 ・緊急時の電源確保（移動発電機車
による給電）

②直流電源確保

③補機冷却水系回復

④代替制御用空気供給

⑤代替補機冷却

⑥号機間電源融通

(注)ＳＦＰへの水の補給を行うものであり、格納容器機能喪失防止に関与するものではない。

図表－64



表
１
１
－
２

炉
心
損
傷
に
係
る
イ
ベ
ン
ト
ツ
リ
ー
と
防
護
措
置
の
関
係

機
能

目
的

防
護
措
置

大
破
断

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ

中
破
断

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ

小
破
断

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ

余
熱
除
去

系
隔
離
弁

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ

蒸
気
発
生

器
伝
熱
管

破
損

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ

主
給
水

喪
失

２
次
冷
却

系
の
破
断

過
渡
事
象

手
動
停
止

外
部
電
源

喪
失

補
機
冷
却

水
の
喪
失

原
子
炉
の

停
止
機
能

制
御
棒
挿
入
の
代
替

手
動
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ

○

緊
急
ほ
う
酸
注
入

○

２
次
系
に
よ
る
炉
心

冷
却
の
代
替

緊
急
２
次
系
冷
却

○

緊
急
２
次
系
冷
却
の
多
様
化

○

炉
心
冷
却

Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
注
入
の

代
替

代
替
注
入

Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
が
自
動
起
動
し
な
い
場
合
お
よ
び
高
圧
注
入
系
の
代
替
と
し
て
充
て
ん
系
が
使
用
で
き
る
場
合
の
防
護
措
置
と
し
て
有
効
で
あ
る
。

２
次
系
強
制
冷
却
に
よ
る
低
圧
注
入

○
○

○
○

タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
系
の
活
用

○
○

○

Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
再
循
環
の

代
替

２
次
系
強
制
冷
却
に
よ
る
低
圧
再
循
環

○
○

○
○

水
源
補
給
に
よ
る
注
入
継
続

○

タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
系
の
活
用

○
○

○

代
替
再
循
環

○
○

○
○

○

代
替
補
機
冷
却

○

格
納
容
器

プ
イ

２
次
系
強
制
冷
却
に
よ
る
サ
ン
プ
水
冷
却

○
○

○
○

代
替
格
納
容
器
気
相
冷
却

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

図表

機
能

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

の
代
替

代
替
格
納
容
器
気
相
冷
却

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
系
の
活
用

○
○

○

格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

１
次
冷
却
材
漏
え
い

箇
所
の
隔
離
の
代
替

１
次
系
注
水
・
減
圧

○
○

ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
＆
リ
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

○
○

２
次
系
に
よ
る

炉
心
冷
却
の
代
替

代
替
給
水

○
○

○

２
次
系
水
源
補
給

補
助
給
水
系
を
長
期
に
わ
た
っ
て
使
用
す
る
場
合
の
防
護
措
置
と
し
て
有
効
で
あ
る
。

フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
系
の
活
用

○
○

○

緊
急
時
の
最
終
的
な
除
熱
機
能
の
確
保

○

安
全
機
能
の

サ
ポ
ー
ト

機
能

非
常
用
電
源
の
代
替

電
源
復
旧

○

直
流
電
源
確
保

全
交
流
電
源
喪
失
時
に
お
い
て
直
流
電
源
を
長
期
に
わ
た
っ
て
使
用
す
る
場
合
の
防
護
措
置
と
し
て
有
効
で
あ
る
。

号
機
間
電
源
融
通

○

緊
急
時
の
電
源
確
保
(移

動
発
電
機
車
に
よ
る
給
電
)

○

原
子
炉
補
機
冷
却
水

の
代
替

補
機
冷
却
水
系
回
復

○

代
替
補
機
冷
却

○

制
御
用
空
気
の
代
替

代
替
制
御
用
空
気
供
給

空
気
作
動
弁
の
作
動
等
、
制
御
用
空
気
が
要
求
さ
れ
る
場
合
の
防
護
措
置
と
し
て
有
効
で
あ
る
。
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表
１
１
－
３

格
納
容
器
機
能
喪
失
に
係
る
イ
ベ
ン
ト
ツ
リ
ー
と
防
護
措
置
の
関
係

機
能

目
的

防
護

措
置

カ
テ

ゴ
リ
１

カ
テ
ゴ
リ
２

カ
テ
ゴ
リ
３

カ
テ
ゴ
リ
４

炉
心

冷
却
機
能

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
の
代
替

２
次

系
強
制

冷
却
に

よ
る
サ

ン
プ
水

冷
却

○
○

代
替

格
納
容

器
気
相

冷
却

○
○

タ
ー

ビ
ン
バ

イ
パ
ス

系
の
活

用
○

○

格
納

容
器
内

自
然
対

流
冷
却

○
○

代
替

格
納
容

器
気
相

冷
却

○
○

○
○

図表

放
射

性
物
質
の

閉
じ

込
め

機
能

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
の
代
替

格
納

容
器
内

自
然
対

流
冷
却

○
○

○
○

格
納

容
器
内

注
水

○
○

○
○

２
次
系
に
よ
る
炉
心
冷
却
の

代
替

、
１
次

冷
却
材
漏
え
い
箇
所
の
隔
離

の
代
替

１
次

系
強
制

減
圧

○
○

格
納
容
器
隔
離
の
代
替

格
納

容
器
手

動
隔
離

○
○

○
○

水
素
爆
発
防
止

水
素

爆
発
防

止
対
策

（
ア
ニ

ュ
ラ
ス

の
排

気
）

格
納

容
器
外
に
水
素
が
漏
え
い
し
た
場
合
の
防
護
措
置
と
し
て
有
効
で
あ
る
。
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